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ビザンティンと西欧中世における生動するイコン
―比較的観点から

ミケーレ・バッチ
秋山 聰　監訳
市川 佳世子／甲斐 義明　訳

それは 1994 年の 5 月の出来事だった。南イタリア、アプリア州のナルド

（Nardò）という小さな村の教会の正面にある公園に置かれたブロンズ像の前

に大勢の人々が集まっていた（図 1）。多くの人たちが後になってマスメディ

アに証言したところによれば、その時彼らは非常に驚くべき超自然的な出来

事を目撃した。著名なカプチン会の托鉢修道士であったピエトレルチナのピ

オ（1886-1968）を顕彰するために、労働組合の代表者によって建立された

像の首の部分から赤い液体が滴り落ちていたのである。ピオは既に存命中か

ら奇跡を起こす人として広きにわたる名声を誇っており、彼が 1918 年に十

字架の前で受けたという聖痕は、彼の神性の目に見える印とみなされていた。

しかし、1940 年代から 60 年代にかけて、何千もの信者が奇跡的な治癒や祝

福を求めて、彼の住むサン・ジョヴァンニ・ロトンド修道院を訪ねたにもか

かわらず、カトリックの教会組織は、彼の周辺で起こっていた個人崇敬的現

象を認容することに対しては慎重だった。その事実は、彼の列福〔聖人の前

段階である福者の列に教皇庁が正式に加えること〕が漸く 1999 年になって、そして

公式の聖人として認められることになる列聖が 2002 年になって行われたこ

とからも裏付けられる
1

。列聖以降は、聖ピオの画像や彫像は、教会内部の装

飾の一環をなすようになる。しかし、それもまだ 1994 年の時点では可能で

はなかった。それまではピオに対する崇敬は、非公式な形でのみ可能だった。

つまり、個人的な祈念のために視覚的なよすがとして小さな写真を用いた家
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庭での祈祷か、あるいは、公的な空間においては、ブロンズ像が優れた人物

を顕彰するための世俗的なモニュメントとして黙認されるのみであった。ナ

ルドで奇跡が起きた時、それが暗黙ながらに証拠立てていたのは、ピオがそ

の肉体的な死にもかかわらず、人間世界への自身の介入を明示することがで

きる、という事実であった。つまり彼の立像は、自らの信者たちとコンタク

トをとるために彼が選んだコミュニケーションの道具であったのである。そ

して立像の寄進者が述べたように、滴り落ちる血は「ピオ神父の現前の印
2

」

なのであった。

図 1　イタリアの雑誌上の、血を流すピエトレルチナの聖ピオ像につい

ての記事
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ここ 20 年ほど「現前（Presence）」はイメージの儀礼的な側面を扱う研究

者たちにとって、一つのキーワードとなってきた。デイヴィッド・フリード

バーグによれば
3

、泣く、血を流す、話す、体を動かす、そして、挑発されれ

ば反応する、といったイコンや立像が示す奇跡的な生動性（animation）によ

り示唆される聖なるものの現前は、人間の心理に根ざした現象であると考え

られてきた。あたかもそこに命が吹き込まれ、それが生きている存在のよう

に振る舞えるかのようなものとして、人はほとんど自然な仕方で、肖像イ

メージに対して自らを関係づける。だとすれば、奇跡的な生動性はその特殊

な反応形態として理解されることになり、そうした視覚的な現れの背景にあ

る精神のダイナミズムは、恐らく、世界の様々に異なる宗教文化によって共

有されている何かと言えるのかもしれない
4

。

しかし、この現象を人間の行動にとって先天的なものとして、すべての時

間的および空間的境界を超越するものとしてみなすのは、いささか単純すぎ

ると言わなければならない。まさにその反対に、「奇跡的な」イメージを生

み出すことは、特定の歴史的、文化的、社会的なコンテクストに密接に関

わった現象であることは明らかである。そして、その儀礼的な相貌を再構築

しようとするいかなる試みも、あるコミュニティーが動かざる物体に対して

生動性を与えようとするきっかけとなった具体的な状況を考慮に入れなけ

ればならない。特に強調に値するのは、中世後期、すなわち 14 世紀から 15

世紀にかけて、とりわけいくつかのイメージがまさにそれが生動性を示した

という、すなわち人間界において奇跡的な介入を示したという理由によっ

て、崇敬に値するとみなされ始めたということである。カトリックの国々の

宗教的感覚に強く根付いている「聖像」という考えそれ自体は、中世後期と

バロック時代の信心行為に直接つながるものである。それは通常、贅沢に装

飾された立派な額の中に収められ、天使や聖人の人物像、銘文、銀製奉納品、

ヴェール、ランプ、そしてエクス・ヴォト等で満たされた祭壇の上方に置か

れると私たちは連想する（図 2）。実際のところ、このような舞台演出こそが、

聖像に付与された神聖で特別な地位を明示してきた。聖像は視覚的に強調さ

れる一方で、ヴェールや金属の覆いなどによって視覚から遮断されもしたの
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である
5

。

中世後期と近代の奇跡的なイメージはどの程度において、中世初期の礼拝

物の伝統を継ぐものだと考えられるのだろう。一般的には、中世において、

イメージは本質的に道具的な役割を果たしたと言うことができよう。それら

は具体的なメッセージを伝え、神聖な空間を装飾し、聖人を記念することを

意図されていた。時には、南仏のコンク修道院における聖フィデスの立像型

聖遺物箱の有名な例のように、その中に含まれた神聖な身体の形態と外観を

帯びた「話す」聖遺物箱（Speaking Reliquary）といういくぶん風変わりな形

をとることもあった。イコン画を用いる公的な礼拝の形式は、ビザンティン

の世界と関連するコンテクストにおいてのみ知られている。例えばラヴェン

ナにおいて、あるいはより頻繁にローマにおいてそうであった。ローマでは

ラテラノのサンクタ・サンクトールム礼拝堂の救世主イコンと、サンタ・マ

図 2　ムルチア（スペイン）、ラ・フエンサンタのマリア聖所のバロック時代の祭壇
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リア・イン・テンプロ教会とサンタ・マリア・マッジョーレ教会の聖母子イ

コンがまもなく、市街での儀式に用いられるようになったが、それらは教皇

庁や主要な教会組織と強く結びついたものであった。この点では、それらは

基本的に、宗教的かつ政治的なシンボルとして機能し、その周囲で個人間の

団結が強化されたのである。人間の手では作られていないとみなされたか、

あるいは、聖ルカによって描かれた真正の肖像画と考えられたイコンが、そ

の奇跡を起こす能力によってというよりは、その聖遺物的な地位と、輝かし

い起源によって珍重されたという点も特筆に値するだろう
6

。

それと同時に、生動性を示すイコンについての数多くの奇跡的なエピソー

ドを、文献は語っている。しかし、そのような物語を現実のイメージや儀礼

的現象へと結びつけようとしても、ほとんど立証することはできない。その

ようなイメージのうちのいくつかは、個人の自己浄化のプロセスを象徴的に

表現する文学的な創作物として、聖人伝の中で用いられた。例えば、ある

種の心理的なジレンマが、6 世紀後半にエルサレムの総主教ソフロニオスに

よって語られた物語の中に記述されている。それによると、アレクサンドリ

アからやってきた、放埒で性の虜となった娘エジプトのマリアは、神秘的な

超自然の力によって、エルサレムの聖墳墓教会に入るのを妨げられた時、自

身の罪深い生活を突如自覚した。彼女はそれから、教会のナルテックスに

あった聖母マリアの図像の前で、聖母マリアに対して祈りを捧げ、自身をゆ

だねた。すると彼女は、残りの人生をユダヤの砂漠で隠者として過ごしなさ

い、という神の母の声をその像から聞いたという
7

。ある意味ではイメージは、

独立した生命を吹き込まれたものというよりはむしろ、嘆願者が神聖なる彼

岸とアクセスすることを可能にするコミュニケーションの道具として記述さ

れていたのである。ソフロニオスが、おそらくエルサレムで実際に見ること

ができたイメージに言及しているとしても、その像に対して奇跡的なイメー

ジとしての具体的な性質が当時既に付与されていたのか、あるいはそれを中

心とした儀礼が執り行われていたのかどうかについてさえも、私たちは確証

を持って言うことができないということは強調しておく必要があるだろう。

というのも、同時代の巡礼者の報告や、聖都エルサレムについての記述の中
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で、この像については全く触れられていないからである。

生動性を示すイメージについての多くの物語が、異教徒を否定するために

ふさわしい議論を見つけることに関心のあった著述家たちによって、語り伝

えられてきた。そのほとんどは、8 世紀から 9 世紀にかけてのイコノクラス

ム（聖像破壊）についての論争の中で、キリスト教におけるイメージの使用

の正当性を示すための手段であった
8

。多くの伝説が記述しているのは、ユダ

ヤ教徒やイスラム教徒が、聖なる人物の図像を冒涜的に攻撃したことを理由

に、いささか極端な形で、神によって罰せられたということである
9

。聖なる

人物の図像は、傷つけられた後に血を流すなど、現実の身体のように振る

舞ったと言われている。同様に、ダマスカスの近辺にあった聖テオドロスの

フレスコ画も、アラブ人の兵士に弓で射られた後に、血を流したと言われて

いる
10

。さらに 7 世紀、イスラム教徒の最初の襲撃の間に、キュプロスの教

会にあった聖母子のモザイク画も血を流したという
11

。しかし、傷つけられた

イメージの最も有名な文学的事例において主人公の役割を担ったのは、磔に

されたキリストの描かれたイコンであった。それは 787 年、ニコメディア

主教ペトルスによってニカイア公会議の集会の中で語られたもので、イメー

ジ儀礼の古さと正当性の証拠として用いられている
12

。

4 世紀のアレクサンドリアの教父アタナシオスに由来すると考えられてい

る物語は、現在レバノンにあるベイルートの町において、古い救世主イコン

が受難の際にキリストの身体に加えられたのと同じ傷を蒙ったばかりか、ユ

ダヤ教徒の一団に槍で突き刺された時には血を流したと伝えている。ユダヤ

教徒たちはそのイコンをかつてのキリスト教徒の家の中で発見し、その奇跡

的な効力を、それを怒らせ攻撃することによって「テスト」してみようと決

めたのであった。しかし、イコンの表面から流れ出した血はたちまちにして

中風患者や盲人や足の不自由な人々を治癒したため、まさに驚くべきことに、

ユダヤ教徒の集団全体がキリスト教の洗礼を受けることを請い、改宗し、シ

ナゴーグが救世主キリストに捧げられた教会へと造りかえられたという。

このような物語は、東西のキリスト教世界で広い名声を得た。そして、イ

メージの礼拝生活への関与の結果として、聖像への一般的なアプローチに
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強いインパクトを与えたのである
13

。イコノクラスム後のビザンティウムで

はこの物語は、イコン擁護者の勝利を記念し、皇妃テオドラの命令によって

イコン崇敬を再び行うこととなり開催された 843 年の大変重要な式典、い

わゆる「正教勝利の日」に、公衆の面前で朗読されるテクストの一つとなっ

た
14

。コンスタンティノポリスとビザンティンの中心的な都市において、受難

節の最初の日曜日に執り行われたこの儀式では、イコンと十字架を伴う壮麗

な行列が街路の中を進み、「正教徒のシノディコン」の朗読で最高潮に達し

た。「正教徒のシノディコン」は信仰についての主たる条項を列挙し、イコ

ン崇敬をビザンティンの宗教的なアイデンティティの根本的な印として示唆

している。その後に続いたのが、ダマスカスのヨハンネスの「イメージにつ

いての第三の説教」、あるいは「3 人の総主教のテオフィロス帝への書簡」等、

イコン擁護論の朗読だった。さらに、過去の有名なイコンに関する物語が続

き、それにはベイルートの救世主イコン、エデッサのマンディリオン・イコ

ン、ヒエラポリスのケラミディオン・イコン、リュッダの聖母イコンおよび

エジプトの聖マリアに話しかけたエルサレムの聖母イコンなどが含まれてい

た
15

。

こうした物語は、聖なる殉教者や証聖者の祝日のための聖務日課と同様に、

典礼上の役割を果たした。そしてより重大なことに、イメージを崇敬するこ

のような特別な式典のコンテクストにおいて、信者たちは、イコンを通して

の神の行動を記述する古い伝説と文学的なトポスを聞くと同時に、祝祭行列

に持ち出され人々の面前で聖なる者の身体的な現前を喚起すべく提示された

実際の画像を見ることができたのである。ある意味では礼拝の儀式で仮構さ

れた時間的空間的次元は、古くからの文学的な伝説によって賛美された神話

的なイコンを、当代のその物質的な対応物へと出会わせるように働き、時の

経過の中で、その対応物は古代の物語の主人公と同じくらい輝かしいものと

して同一視されるか、あるいはそのようにみなされるようになる傾向があっ

た。この過程はコンスタンティノポリスにおいてとりわけ顕著で、皇帝たち

は 10 世紀以降、かつて「正教徒の勝利」の儀式において用いられたイコン

そのものであると考えられた聖遺物的なイメージを、首都にもたらすために

222



ミケーレ・バッチ

ビザンティンと西欧中世における生動するイコン

(142)

全力を尽くした。その中には、宮殿内ファロス礼拝堂に保管されていたマン

デュリオン・イコンやケラミディオン・イコン、ハギア・ソフィア教会のナ

ルテックスに、エルサレムの聖墳墓教会のオリジナルの位置を模倣して展示

されていたエジプトのマリアのイコン
17

、そして、カルケ門の教会や皇帝宮殿

でその他の重要な記念物とともに崇敬されていたベイルートのイコンなどが

含まれる
18

。さらに、12 世紀に入ると聖務日課は、コンスタンティノポリス

で特に好んで崇敬されたイコンと関わる物語へと統合され、さらには置き換

えられるようにもなった。そのような物語には例えば、コンスタンティノポ

リスのハギア・ソフィア教会においてユダヤ教徒によってナイフで刺された

キリスト・イコン（ベイルートのイコンを原型としたヴァージョン）に関係

する物語や、あるいは、ホデゴン修道院にある有名なパラディオン（＝守護

神）的イコンや、マリア・ロマニア（＝ローマ人のマリア）イコン、カルコ

プラテイア教会のクリスト・アンティフォニテス（「返答するキリスト」）イ

コンにまつわる物語などが含まれる
19

。

コンスタンティノポリスにおける「正教勝利の日」と類似した形で、図像

容認派の拠点であったローマ教会でもイコンの特別な礼拝儀式が生み出さ

れた。その儀式は 10 世紀から 14 世紀にかけて西欧で広まり、「主の像の受

難 Passio ymaginis Domini」あるいは「主の祝日 Festum Salvatoris」という名称

で毎年 11 月 9 日に祝われた
20

。そこで焦点となったのは、ベイルートの傷つ

けられたイコンだった。このイコンにまつわる物語は、様々なラテン語訳に

よって広まり、その際いくつかの重要な変更や追加が施された。あるラテン

語版によると、このイコンはファリサイ派のニコデモによって描かれたキ

リストの真正な肖像であり、別のラテン語版ではベイルートのユダヤ教徒が

一斉に改宗した後、地元の主教がいくつかのアンプラと呼ばれる聖油瓶をイ

コンの表面から滴り落ちた聖なる血によって満たし、それをキリスト教世界

全体に送ったという
21

。キリストの身体のすべての部分は天国へと昇っていっ

たとされたために、多くのラテン語による著述家はキリストの血という聖遺

物を地上で見つけることが可能とは認めていなかっただけに、後者の逸話は

特に重要だった。したがって中世後期の最も優れたラテン語世界の神学者で
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ある聖トマス・アクィナスの考えにおいても、キリスト像から流された血だ

けが、公的な崇敬の対象となり得た。結果として、この伝説の神聖な意味が、

キリストの受難とその聖餐式における再演との明白な並行関係を確立させな

がら、より一層強調され、強化されたのである
22

。

「主の像の受難」の聖務日課は、ルッカの「聖なる顔（ヴォルト・サント）」

と呼ばれる磔刑像
23

―その儀礼をめぐる様相はベイルートのイコンの物語に

大幅に基づいているように見えるが―や、あるいは少なくともカタロニア

の「マエスタ」像の内のいくつか
24

などの、磔刑画像や磔刑彫像の前でしばし

ば執り行われた。ベイルートの伝説を表した現存する作例においては、聖な

るイコンは通常、描かれた十字架か、あるいは彫刻された磔刑像として造形

されている。1215 年に制作され、元来はイタリアのシエナ近郊のベラルデ

ンガの聖なる救世主修道院教会に置かれていた祭壇前飾りにおいては、三つ

の場面が描かれている。上方の場面は、ベイルートのユダヤ教徒が、祝宴の

最中にキリスト像の存在に気がついた時の様子を表している。二つ目の場面

（図 3）は、そのキリスト像の画面が傷つけられ、磔にされたキリストの身

体に与えられたのと同じ暴行が繰り返されている様子が示されている。そし

て最後に三つ目の場面（図 4）は、傷つけられたイコンから溢れ出した聖な

る液体によって引き起こされた奇跡的な治癒を表している
25

。さらに洗練され

た作品群を、スペインのマジョルカ島に建つフェラニチの聖なる救世主教会

にある 15 世紀の祭壇衝立に見ることができる。そこでは物語のそれぞれの

段階が 6 つの場面へと分割されている
26

。

典礼の実践によって広まったこのような物語は、中世後期の信仰生活に強

いインパクトを与えた。中世後半の数世紀、12 世紀から 15 世紀にかけては、

傷つけられ血を流すイメージという文学的なトポスが、数多くの地方におい

て再演ないし実演される傾向にあった。それらの再演／実演は、儀礼におけ

る新たな焦点を構築するのに成功し、そこで用いられた画像は、東方キリス

ト教の古い伝説によって礼賛された、地理的にも時代的にも隔たった造形イ

メージよりも、より有効でアクセスしやすい崇敬の対象として信徒たちに受

け止められるようになった
27

。冒涜的な振る舞いを神がすすんで罰することを
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図 3　ユダヤ人の一団によって傷つけられた際に出血したベイルートのキリスト・イコン、

ベラルデンガの祭壇前飾り、1215 年、シエナ、国立絵画館

図 4　ベイルートのイコンから流れ出た血が病人を癒す場面、ベラルデンガの祭壇前飾り

1215 年、シエナ、国立絵画館
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図 5　ルッカの聖ジュリア教会旧蔵の十字架板絵、12 世紀、ルッカ、

サン・マルティーノ大聖堂

示すために、説教者たちはこの種の文学的な典型を頻繁に利用した。そし

て、異教徒、無信心者、聖像を傷つける不敬な者らについての、新たな物語

が生み出された。聴衆はそのような反復的な話に慣れ親しんでいたので、そ

の同じメカニズムを現実に存在する造形イメージと結びつけ始めた。例えば、

1295 年頃の司教区の公文書から私たちが知ることができるように、13 世紀

末のルッカでは、聖ジュリアと呼ばれた小さな教会に置かれていた 12 世紀

の十字架板絵（図 5）に描かれたキリストの顔にあった小さな色斑が、ギャ

ンブルによって金を失った男によって投げつけられた石が残した痕跡だと解

釈されるようになった。それ以降、「腫れた目のキリスト」として知られる
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ようになったこの十字架板絵は、その下に置かれた聖水盤へと多量の血を滴

り落とし、その血に染まった大理石―恐らくそれは赤い縞模様を含む石

だったのだろうが―は、地元の信者たちによって最も重要な聖遺物の一つ

として崇敬されたのだった
28

。

このような個別のケースにおいては、新たな儀礼的現象は、地元の教会に

よって大目に見られ、さらには手段として促進すらされたようにさえ見える。

恐らく教会はそれを、一般の民衆に対して、ギャンブルの危険性と宗教上の

不法性を警告する、有効な道具とみなしたのだろう。実際その当時、サイコ

ロやその他の不法なゲームを禁止する法律をイタリアの自治体が公布して

いた
29

。それと同時に、「生動する」奇跡的なイメージの公的な認知は、公的

な礼拝のために提供された聖なるモノのための効果的なディスプレイを生み

出すことで、新たな儀礼空間の創出を意味していたのである。第一に、司教

は教会の拡大と装飾のための費用をすすんで寄進しようとするすべての信徒

に対して贖宥を認めた。その結果、教会のファサードに対して、全く新たに、

より壮麗な大理石の装飾が施され、十字架は身廊中央の木製の構造物の上に

取り付けられ、信徒が近づくことができるように階段が設けられた。1374 年、

ある一般市民が聖像の真下に埋葬される権利を得て、金色の縁がつき、十字

架像の背景をなす青空を模倣した大きなパネルのついた立派な四角形の幕屋

の中にそれを含め、自らを聖なるイメージへと結びつけた
30

。

ルッカの「腫れた目のキリスト」は、公的な礼拝の対象としてのその役割

が、奇跡的な力の発現の結果によって確立された、西洋の造形イメージの最

も初期の例の一つである。このイメージは礼拝の実践と説教者たちの活動に

よって普及した文学的なトポスと結びついたパターンを反復している。これ

は大まかに言えば、信仰生活におけるイメージの関与が増大していったこと

の結果だった。13 世紀には、平信徒による信心のパターンが拡大してゆく

のに伴い、絵画と立体像は、宗教的な表現のための非常にポピュラーな道具

となった。造形イメージは、その天上の対応物―聖なる人物本人―を信

徒たちが崇敬することを可能にし、墓所やその他の主たる信仰の場所から

ずっと離れたところにおいても、その栄光を一層確かなものにすることを可
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能にした。さらにそれらは、健全な信仰や死後の庇護といった個人的な探求

をも明示することを可能にした。修道院との関連の中で展開され、やがて托

鉢修道会によって宗教的表現の効果的な方法として一般化された信仰の実践

は、個人の祈りにおける視覚的な焦点としての基本的な役割を、造形イメー

ジに対して与えることとなった。聖なる人物像を見つめることは、集中力を

要し、感情を注ぎ込むべき経験として受け止められた。その経験は信者が、

彼らの天上の仲介者と交流しているという感覚を持つことを可能にし、仲介

者の寛大な回答を受け取ることを信者に対して望ませるようになった。とり

わけ専ら修道院に関する史料にしばしば記述されているのは、自らの対話者

たる聖なる人物から造形イメージの奇跡的な生動化によって直接話しかけら

れたり、報酬を与えられたり、あるいは罰せられたりした、幻視者、瞑想者、

そして一般の嘆願者の姿である
31

。

フィレンツェにおいてベルナルド・ダッディもしくはその周辺の画家によ

り 1334 年に制作された見事な板絵（図 6）は、祈願者たちが宗教画を彼ら

の仲介者としてどのように知覚していたかについて鮮やかに示している。母

親と二人の息子を含む家族の一団が聖母マリアの絵が置かれた祭壇の前でロ

ウソクを手に跪いている。聖母自身が携えている書物を飾る銘文によると、

聖母はここで、地方で知られた聖母像の一つ、フィレンツェ近郊のインプル

ネータ村から程遠からぬバニョーロで礼拝されている聖母像を通じて、イエ

スの母として自らが執り成しの力を有していることを喧伝しようとしていた。

個々の寄進者たちの信仰を全うせんとする希求心が、ここでは前例のない芸

術的解決により示されている。物質としての画像に対する信徒の視覚的体験

と、画像を通してそこに表現されている聖人に直接語りかけたいという信徒

の願望との間の内的緊張を可視化することをその解決は意図していた。一種

の開かれた窓として表された祭壇画の中の聖母は、語りかけるかのような身

振りによって祈願者たちと交流するために透過可能ではあるのだが、イコン

本来の自律的性質と矛盾することがないように厚い縁で仕切るという構図的

解決法が最終的に採られたのである
32

。

聖画像に焦点を合わせた新たな儀礼的現象は、「願いの場」としての造形
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イメージ、そして信仰体験のコミュニケーションの道具としての造形イメー

ジに対する、かつてないほどの強調から生じたものであった。そのいくつか

は、托鉢修道会によって促進された、新たな聖人に対する崇敬においても有

用だった。造形芸術が、新たな奇跡を起こす人物への公的な信仰を育むため

の、特権的なメディアであることが認知されはじめた。一例としてピサのフ

ランチェスコ会修道院における福者ヴァレンツァのジェラルドについてみる

と、1346 年以降、公的な崇敬が彼のフレスコ画の周辺でほとんど自動的に

始まった。自身をこの新たな聖人の執り成しそしてその力強い祈りへとゆ

図 6　ベルナルド・ダッディ、『バニョーロの聖母像の前の祈願者の一団』

1334 年、フィレンツェ、大聖堂付属美術館
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だねる信者たちは、彼の伝記作家である修道士バルトロメオ・デリ・アルビ

ツィの主導の下、教会の身廊に描かれた聖なる肖像の前に跪き、供物を備え

ることに慣れ親しむようになった
33

。

バルトロメオは福者ジェラルドへの信仰を彼の地元へと移植するために

あらゆる努力をした。福者ジェラルドはシチリア、パレルモにあったフラ

ンチェスコ会修道院に住んでいた平修道士で、彼がまだ生きている頃から

1342 年の死の後にまで続いた、その有名な奇跡の数々によって広い名声を

誇っていた。バルトロメオは福者ジェラルドを個人的に知ることができな

かったとしても、ジェラルドの素晴らしい数々の奇跡については、シチリア

の港で彼に会ったピサの水夫たちからしばしば耳にしていた上に、髪の毛

を 2 本手に入れてもいた。たとえバルトロメオがこの聖遺物をその新たな

聖人の奇跡的な功徳を示すために用いていたとしても、真の信仰現象がピサ

で生じたのは、基本的には、ジェラルドの像を教会の身廊に描いたことに

よってであった。私たちがバルトロメオ本人から知らされているのは、その

フレスコ画は非常な成功を得て、トスカーナやその他の場所にある多くのフ

ランチェスコ会の教会や教区教会の中に意識的に複製されたという事実であ

る（図 7）。原型となったイメージはもとより、それより少ない程度におい

てではあってもその複製も、聖人その人に直接アクセスするための場とみな

された。病人は彼の像の前でお辞儀し、自らを彼に託せば、その病は癒され

た。悪魔に取り憑かれた者たちは、ジェラルドの顔を無理矢理見つめさせら

れて漸く悪魔を追い払うことができた。悪霊の中には福者ジェラルドの像の

前へと連れて行かれない限りは、その犠牲者を絶対に解放することはないだ

ろう、と宣言する者さえあった。このフレスコ画は人間と神との次元の間の

相互交流のための媒体として機能したのである。時には、イメージを通り抜

けて、ジェラルドが奇跡的にも癒された人々に一時的に憑依し、信者に対し

て語りかけるべくその声を用いることもあった
34

。

しかし、この特殊なケースでは生動性の徴候は明らかに欠如している。イ

メージは単に遠く離れた場所に埋葬された聖人の執り成しの力を伝える媒体

として機能しているにすぎない。多かれ少なかれ似た図像の力学が、今日で
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は忘れ去られてしまった福者ジェラルドがかつて篤く崇敬されていたのとま

さに同じ教会において今日生じている信仰現象の底流にある。そのほとんど

がポーランド人修道士から構成されているピサのフランチェスコ会派は、数

年前に教皇ヨハネ・パウロ 2 世の画像（図 8）の公的崇敬を促進し始めた
35

。

このポーランド人の教皇は広く知られており、彼を崇める人々は、既にその

厳粛な葬儀の間から、即時の列聖を強く主張した。未だ列聖には至っていな

いが、その進展の遅れにもかかわらず、修道士たちはヨハネ・パウロ 2 世を

あたかもカトリック教会の公式の聖人として賛美することをためらわなかっ

た。彼らは大判の肖像写真を展示することにしたが、それが半身像であるこ

図 7　福者ヴァレンツァのジェラルドの奇跡像のコピー、14 世紀後半、モンティ

キエッロ、聖レオナルドおよびクリストフォロ教会
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とや、表情とまなざしに重きが置かれている点などは、観者にイコンの基本

的特徴を想起させる。カリスマ性のある人物を視覚的に想起させる手段とし

てのイメージの役割を強調するために、修道士たちはさらにその写真の前で

ロウソクやランプを灯したが、そうすることによって信徒たちはあたかもそ

れが伝統的な聖人の像であるかのように眺めるかもしれない。一方で、イタ

リアにおいて子供の誕生を祝い、告げる伝統的な印である青と赤のリボンが

奉納されていることから明らかなように、信徒たちはヴォイティラ（教皇の

旧姓）に安産に功徳があるとみなすようになっている。

中世における前例と同様に、このケースでは、イメージは信徒たちと彼ら

の好む仲介者―生前広く名声を馳せ、天上において自らの信徒たちのため

に喜んで活動してくれると思われる聖人―との間のコミュニケーションの

場という役割のみを果たしているように思われる。たとえ信仰の経験が一般

的には、イメージによって媒介された神との双方向的な対話として受け止め

図 8　ヨハネ・パウロ2 世像、ピサ、聖フランチェスコ教会
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られていたとしても、描かれたあるいは彫刻されたイメージの表面からの自

律した生命の出現が暗示したのは、日常生活の基本的ルールが破られたのだ

という人々の共有感情であり、通常そのような出現は何か不吉なこと、不安

を引き起こすものとみなされてきた。伝染病、戦争、社会的危機といった大

規模な災害が起こった時に、このことは特に明白になった。14 世紀の末の、

政治的にも経済的にも不安定だった時期に、ペストが今にもやってくるの

ではないかという恐れに育まれて、社会的な不安が集団的な幻覚の中から生

まれ、最後の審判が近づいているのではないかと多くの人々が信じた。人々

は自己浄化を願うことを示すべく、白い懺悔服を着て、十字架や聖画像とと

もに街の中心から中心へと移動し、街路を行進した。その白い衣服のために、

彼らは一般に「ビアンキ（Bianchi ＝「白服」の人々）」（図 9）として知られ

ることになった
36

。

このような集団的な儀式の結果として、司祭や修道士を巻き込みながら、

専ら平信徒によって生動性を与えられて、数多くの平凡で名も無き造形イ

メージが、人々を瞠目させたり、警戒させたりするような徴候を示すことに

よって、それを見る者たちの不安に訴え始めた
37

。そうしたイメージの中には

突然泣き始めるものもあった。聖母マリアをめぐる奇跡についての文学的逸

話の中には時折記録されていたとはいえ、そのような振る舞いが、現実のイ

メージと結びつけられることはそれ以前は稀であった。特筆に値する例外

はエルサレムのゴルゴタの礼拝堂にあった絵画が施された 4 本の柱であろう。

12 世紀の西欧の巡礼者によると、キリストが磔にされたことに対して、そ

の柱は涙を流したと言われている
38

。しかしこの場合は、泣いて涙を流すとい

う動作は、その場所が持つキリスト追悼の機能と厳密に結びつけられていた。

それに対して、街から街へと移動した「ビアンキ」の旅の過程で起こったイ

メージの生動が示唆していたのは、この世の終わりが目前に迫っているとい

うことであり、それは悔悛者たちによる救済の探求に対する聖人たちの関与

を明示していたのである。

トスカーナの商人ルカ・ドミニチの私的な日記によれば、聖母マリアが洗

礼者ヨハネとドミニチには誰だかわからなかった別の聖人とともに描かれて
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いるパネルが、フィレンツェの大勢の群衆の目の前で泣き始めた。彼はそれ

らの人物像が頬に大粒の涙を流しているのをはっきりと見ることができ、そ

れは「とても奇跡的で、見ていて美しいものであった」と感じた
39

。その後、

ピサからやってきた「ビアンキ」の一団が、シエナの城壁の中に入ることを

許可されなかった時、地元のサンタ・マリア・デッラ・スカラ施療院にあっ

た人物像、例えば磔刑図、聖母マリア、福音書記者聖ヨハネ、マグダラのマ

リアなどが、涙を流すことによって、シエナの住人に対する落胆と非難を表

明した。その涙の流し方は、その聖なる液体で多くの人々が手を洗えるほど

であったという。シエナの司教は人物像の目の部分に目隠し布を当てること

で、水の流れを止めようとしたが、涙はさらに量を増し、ピサの住人たちが

城内に入ることを許されるまで、それは止まらなかったと伝えられる
40

。

「ビアンキ」はイタリア中を歩き回り、市民間の紛争と地方の対立に終止

符を打つように人々に説いて回ったが、その際、造形イメージは同朋の間で

図 9　1399 年の「ビアンキ」の行列、フレスコ画、15世紀初頭、ヴァッロ・ディ・ネラ、聖マリア教会
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反目や血なまぐさい闘争を行っている時間はもはやないということを知らせ

るための役割をしばしば果たした。争うのを止めようとしなかったフィレン

ツェの対立する二つの家族は、近くにあった磔刑像の釘が画中から突然飛び

出してくるのを見て、ただちに和解したという
41

。「ビアンキ」運動が高まり、

ペストへの恐怖が蔓延するようになると、造形イメージは泣いたり動いたり

するのを止め、一層不吉なことに、ほとんどの場合、血を流すだけになった。

フィレンツェでは、サンタ・マリア・デリ・アンジェリ教会のフレスコ画の

聖母マリアの肩に二滴の血の滴りがあるのを信者たちが見つけた。 これは

打撃や刺し傷の結果ではなく、世界の終わりを予示する神の徴だった。同じ

ことが聖パウロの人物像でも起こった。そのアトリビュート（持物）、つま

り自らの首を断ち落とした剣を持った状態で表わされていた聖パウロが、そ

の手首から血を流しているのが目撃された
42

。フィレンツェ、サンタ・クロー

チェ教会の磔刑像は、ヴァル・ディ・ペーザへの行列の際に、頭部や腰部を

はじめその身体の諸処から聖なる液体を噴出させ、この磔刑像を観想するこ

とは、感情の高ぶる経験であることが示された
43

。ボルゴ・ア・ブッジャーノ

という小村では、キリスト像の頭部から血が噴き出し始め、近くにあった聖

母のイコンが彼女の息子の方へと奇跡的にも振り向いた。同じ場所にあった

もう一つの磔刑像（図 10）にも額から両足に至る長い血の痕跡が認められ

たという
44

。

少なくともいくつかのケースにおいては、このような集団的な暗示の現象

は、トリックや人工的な創作によって故意に操作されたものと言えるだろう。

その最も興味深い例は、フランチェスコ会総長がピストイアに滞在中に、前

述のルカ・ドミニチに語ったものである。その高位聖職者が説明したところ

によると、「ビアンキ」運動のすぐ後に、ラテン教会の首都であるローマの

教会にたびたび奇妙な人物が訪れたという。自身は洗礼者聖ヨハネである

と主張したその人物は、その連想を強固なものとするために、聖人の外見

を、つまり、図像を通じて人々に馴染みのものになっていた外見を備えてい

た。すなわち彼は中年に見え、大柄で、豊かな黒い髪を生やし、キリスト磔

刑像を携えていた。彼が「磔刑像、奇跡を見せよ！」と叫ぶと、その磔刑像
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は即座に、3、4 滴の大きな血のしずくを滴らせ始めた。教皇自身がたいへ

ん感銘を受け、もしこの奇跡が本当のもので、残された時間が短いというこ

とを示しているのだとしたならば、その座を退き、最後の審判のために自ら

の魂を準備する用意があることを認めた。しかし退位する前に、教皇はヴェ

ネチアの有力者に綿密な調査を行うように命じ、木彫の 3 人の専門家―

大工と木彫職人と画家―が磔刑像をよく調べ、それが本当の血液であるか

図 10　奇跡的に流血する磔刑像、14 世紀、ボルゴ・ア・ブッジャー

ノ、聖十字架教会
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どうか確認するように依頼された。彼らもその奇跡とおぼしきものに対して

大変感銘を受けていたかもしれないが、その一人がナイフで木を削り落とし

始めると、磔刑像の内部が空洞であることがすぐに判明した。その時点で彼

らが勇気を出して、磔刑像を開けてみると、その中に人間の血液を入れた革

の小袋を発見した。凝固を防ぐために、血液は水と混ぜてあった。聖ヨハネ

を標榜したこの詐欺師は、直ちに火あぶりの刑に処されたが、彼の磔刑像は、

精妙なメカニズムのおかげで、自由に血液を滴り落ちさせることができてい

たのであった
45

。

概して、中世の東西のキリスト教の伝統において、血を流すイメージが最

もポピュラーな「生動する」イメージの例であったことは明らかである。そ

れは中世後期におけるキリストの受難の重視、そして聖餐式におけるキリス

トの身体とその物質的な再演との間の関係についての解釈の重視と密接に結

びついていた。この点で注目に値するのは、1215 年に実体変化の教義が宣

言された後、血を流すイメージという古くからのトポスが、1263 年のボル

セーナにおける有名な例に始まる、数多くの聖餐をめぐる奇跡の中で、聖餐

式のパン（聖餅、聖体）に対して適用されたということである
46

。15 世紀か

ら 18 世紀にかけて、聖母マリアを祀る聖地の拡大は、生動するイメージの

現象に対してさらなる別の次元を与えた。これらの時代には、より小規模の

コミュニティーさえも、たとえ貴重な記念品や聖遺物を欠いていたとしても、

自分たちの地域のための聖なる場所を生み出す傾向が認められる。聖遺物は

造形イメージに取って替えられた。福音書記者たちの時代には一流の由緒や

輝かしい起源を主張することができなかった造形イメージが、神の顕現のた

めのメディアとなることによって、その非凡で、他界的な作品としての地位

を明示するようになったのである。

生動化されたイメージにより媒介される「超自然なるものの侵入」は、一

般的な祈念のよすがであるところから特権的な儀礼物へというイメージの変

化と対応している。その神秘的地位は建築空間的な舞台装置や伝説的な相貌

と儀礼的生活および集団的祈念との関連によって広められた。初期近代にお

ける画像を祀る聖地の利用や意味の底流にある社会的、典礼的、文化的力学
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については多くの情報に恵まれているのにくらべ、特定の造形イメージが選

ばれ、生命に似た特質を付与されるに至るプロセスを理解するのは遥かに困

難である。これが、人類学者アルフレッド・ジェルが提唱する様々な「魔術

的技法」の一つであると考え得るか否かについては議論の余地がある
47

。彼の

基本概念「agency」はイメージ制作の本質的な動機と密接に結びついている

と思われる。生動化は造形イメージが制作された遥か後になって起きたもの

であることが多く、その観者たち（ジェルの言葉を借りれば「受容者たち」）

の選択的まなざしの結果であった。少なくとも幾ばくかの芸術作品の「あた

かも生けるがごとき様」が、実際に生命を模倣するだけではなく、命を有す

るようになったかのような感覚を与えることに寄与しているか否かについて

思いめぐらすことは可能だろう。例えば、血を流す磔刑像を信じる心は、磔

刑像が有する感情を掻き立てる形態、とりわけ十字架に架けられたキリスト

の苦悶する身体の迫真的な表現からどの程度作用を受けたのだろうか？

「ビアンキ」運動の間、様々な懺悔者たちの一団が、キリスト磔刑像に向

けたその集合的な信心行為を示したが、そこでは像が個々の集団の集合的な

祈念、行列、都市間の移動における視覚的な焦点を為していた。こうした像

は実際に、アイデンティティの証としても、普遍的な象徴としても機能して

いた。こうした像は、神の恩寵を受ける特権的な祈願者としての自覚を示す

必要があったのと同等に、過去のあらゆる対立を乗り越え、争い合っている

隣人との間の和解を可能な限り速やかに確立したいという願望を、切迫した

神からの懲罰の最悪の結果から魂を救うためにも、示さねばならなかったの

である。そのような黙示録的雰囲気の中で、神の子の受難像は、そこに集合

した人々全体に投影された不安と恐怖の感覚を映し出しており、通常は個人

的祈祷という家庭的空間と関連づけられる祈念の実践が集合的次元におい

て行われた。この意味で、泣いたり、流血するという生動性は、集団に共有

された感情を反映し、可視化したものであり、特別に濃密化され、感情の注

ぎ込まれた鑑賞行為の結果だったのである。そうした感情の表明を促したり、

刺激するにあたっては、とりわけ若い男性の身体の美しさと劇的な死の恐ろ

しさとの間のコントラストを効果的に視覚化しようとすればなおのこと、造
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形イメージの物質的外観が極めて重要な役割を演じ得た。ピストイアの「ビ

アンキ」は、無名の取るに足らないイメージの前では祈願を行えないという

ことを熟知していた。すなわち彼らは、ふさわしかるべき像を探し出すべく、

町中のあらゆる磔刑像のことごとくを調べ上げた。彼らは最も敬虔な磔刑像

こそが選ばれるべきだと考えていたが、それは敬神と自己悔悟という感覚を

よりよく呼び起こし得る視覚的外観を有する磔刑像のことを意味していた
48

。

彼らが選んだ像は、そうした特質に完璧に合致しており、すぐさま生動する

イメージとして認識されるようになったが、それが官能的な形態と主の十字

架上での肉体的な苦しみの、畏敬の念を起こさせながらも露骨な示唆との間

の絶妙なバランスのうちにキリストの身体を示したジョヴァンニ・ピサーノ

の作品
49

（図 11）であったことは、驚くべきことでもないだろう。

図 11　ジョヴァンニ・ピサーノ、サンタ・マリア・

ア・リパルタ教会の磔刑像、ピストイア、サン

タンドレア教会
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後記

2010 年 5 月の日本訪問において私にとって最も印象的であった経験の一

つが、日本のロボット工学により生み出された最新で洗練されたロボット、

ASIMO（アシモ）との邂逅だった。5 歳になる私の長男フラヴィオ・ヴァレ

リオを魅了してやまないこの「生動するイメージ」に対して、私自身がどの

ように反応するのだろうという興味を持っていたこともあって、私はこの

チャンスを喜んで迎えた。驚くべきことにアシモが私を見つめているように

思われた際、少なくとも暫しの間は、私はあたかもアシモが本当に生きてい

るかのように接しそうになり、恐らくはある程度意識的に彼が生きているこ

とを望んでいたように思う。今日の人々をロボットやアンドロイドが魅了す

る底流には、自動人形や宗教作品のような命を持たない事物にそれが奇跡を

演ずるかのように思わせるために生けるがごとき特質を付与しようとする非

常に古くからの伝統と相通じるものが大いにあるように思われる。ここ 20

年ほど美術史学の言説において、虚構的身体としてのイメージとその役割に

ついてのパラドキシカルな位置づけをめぐる問題が大きな関心を呼んできた。

研究者たちはそれを新たな解釈学的パラダイムとして利用できないかどうか

を検討してきており、多かれ少なかれ本質的と思われる心理学的根幹を探求

する者もいれば、社会的、文化的、宗教的脈絡の中で意味を担うその道具的

性格を強調する者もいる。

日本の神社や寺院を訪れた際、私は、造形イメージ、あるいはより正確に

は個別の人間像によって喚起される生動性という歴史学的かつ人類学的問題

について考察する多くの機会を得た。とりわけ、岡山大学の鐸木道剛氏とと

もに偶然通りかかった粟島堂（宗徳寺）に大いに感銘を受けた。ここは人形

たちを生動化していた魂を抜くための人形供養が行われる小さな寺院である。

私はこのような儀式を極めて詩的なものだと感じるとともに、子供と人形や

今日の商業用語で言うところの「アクション・フィギュア」との間の濃密な

相互交流に思いを馳せた。子供は本当に彼らのおもちゃが生きていると信じ

ていると想像すべきなのだろうか？　それとも彼らはむしろ、生活を模倣す
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るための道具としてそれらを用いようとする際に、人形に生命を付与してい

るだけなのだろうか？　こうした考察は単純に過ぎるような気がしたので、

イタリアに帰国後私は自らの判断を棚上げし、この問題に対する息子の見

方を尋ねることにした。私は彼に粟島堂に集められた人形たちの写真を見せ、

日本の人々は人形が生きていると思っているからこの寺に持ってくるのだと

いうことを説明した。すると彼は次のように答えた。「でもそれは間違って

いるよ。だってそれは中に電池が入っているからなんだよ」。

■ 註
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